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TTC DSL 専門委員会 スペクトラム管理 SWG （第９回） 

 

 

平成１６年３月２６日 

長野県協同電算 

 

 

 

 

「モデルｘ４の干渉による影響はモデルｘ５に近い」 

 

 

 はじめにＡＤＳＬ回線（ＦＤ）を青／白ペア線に実装し、干渉源を１．０ＭｂｐｓのＳＤＳＬ回線（「ＳＤＳＬ１．

０」と呼ぶ）にして伝送速度を測定した。以下は測定結果である。 

 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

短ユニゲージ － － ７６８０ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ － － 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ１ ７２３２ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ ４４８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ４ ６７２０ｋｂｐｓ ８９６ｋｂｐｓ ９６０ｋｂｐｓ ３２ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ５ ６６２４ｋｂｐｓ ８６４ｋｂｐｓ １０５６ｋｂｐｓ ６４ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

長ユニゲージ － － ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ － － 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ１ ３８７２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ６４０ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ４ ３２３２ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １２８０ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ５ ３２００ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １３１２ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 

 

 

 短ユニゲージでは、モデルｘ１とモデルｘ４の下り伝送速度の低下量の差は５１２ｋｂｐｓで、モデルｘ４と

モデルｘ５の差は９６ｋｂｐｓであった。長ユニゲージでは、モデルｘ１とモデルｘ４の下り伝送速度の低下

量の差が６４０ｋｂｐｓで、モデルｘ４とモデルｘ５の差が３２ｋｂｐｓであった。ＪＪ１００．０１第二版にしたが

えば、モデルｘ１とモデルｘ４の差から見て、あきらかにモデルｘ４とモデルｘ５の差が小さすぎる（あるい

は、モデルｘ４とモデルｘ５の差から見て、あきらかにモデルｘ１とモデルｘ４の差が大きすぎる）。 

 

次に干渉源を１．５ＭｂｐｓのＳＤＳＬ回線（「ＳＤＳＬ１．５」と呼ぶ）にしてＦＤの伝送速度を測定した。以

下は測定結果である。 

 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

短ユニゲージ － － ７６８０ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ － － 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ１ ６６８８ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ ９９２ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ４ ６３３６ｋｂｐｓ ８９６ｋｂｐｓ １３４４ｋｂｐｓ ３２ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ５ ６１１２ｋｂｐｓ ８６４ｋｂｐｓ １５６８ｋｂｐｓ ６４ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

長ユニゲージ － － ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ － － 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ１ ３６８０ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ４ ２７８４ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １７２８ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ５ ２７５２ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １７６０ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 
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 短ユニゲージでは、モデルｘ１とモデルｘ４の下り伝送速度の低下量の差は３５２ｋｂｐｓで、モデルｘ４と

モデルｘ５の差は２２４ｋｂｐｓであった。長ユニゲージでは、モデルｘ１とモデルｘ４の下り伝送速度の低

下量の差が８９６ｋｂｐｓで、モデルｘ４とモデルｘ５の差が３２ｋｂｐｓであった。干渉源が１．５ＭｂｐｓのＳＤ

ＳＬ回線の場合でも、モデルｘ１とモデルｘ４の差から見て、モデルｘ４とモデルｘ５の差が小さすぎる。あ

るいはモデルｘ４とモデルｘ５の差から見て、モデルｘ１とモデルｘ４の差が大きすぎる。 

 

 ＪＪ１００．０１第二版の数式やモデルに問題がないとすれば、線路のパラメータ値が適切でないと考

えられる。仮に線路のパラメータ値も適切であるとすれば、見落とされている欠陥が第二版に存在する

と考えられる。 

 さしあたり本寄書では、以下のことを提起する。 

 

 

１） ｘＤＳＬ回線は、モデルｘ５だけでなく、三つのモデル（モデルｘ５とモデルｘ４、モデルｘ１）の下で検証

され、適切な規制の下で収容されなければならない。 

２） しかし第二版では、モデルｘ４の条件が緩いか、あるいはモデルｘ１の条件が厳しすぎるように思え

ある。 

３） 第二版は、線路に適切なパラメータ値を付与していない可能性がある。あるいは、見落とされてい

る欠陥を内在している可能性がある。 

４） 第三版では、モデルｘ５とモデルｘ４、モデルｘ１がそれぞれの役割をはたせるように、線路に適切

なパラメータ値を付与しなければならない。 

５） また第二版に見落とされている欠陥があれば、第三版で是正しなければならない。 

 

 

以上 

 

 

 

 


